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１．目的と問題 

（１）はじめに 

 文部科学省より平成 28年 12月に示された

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について（答申）」（以下中教審答

申）によると，「グローバル化が急速に進展

する中で，外国語によるコミュニケーション

能力は，これまでのように一部の業種や職種

だけでなく，生涯にわたる様々な場面で必要

とされることが想定され，その能力の向上が

課題となっている．」（p.193）とし，これま

で以上に，外国語を学習することの必要性が

高まっていると言える．現行学習指導要領で

は，小学校外国語活動が 5，6 年生で週１時

間，年間 35 時間ずつ行われている．平成 26

年度小学校外国語活動実施状況調査の結果

[概要]によると，中学校外国語科担当教員の

意識は，外国語活動を経験した中学 1 年生に

ついて，小学校で外国語活動を経験したこと

により，「英語の音声に慣れ親しんでいる」

に「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」

と答えた中学校教員は 93.5％でありその成

果がうかがえる．また，同じ調査で，「英語

で活動を行うことに慣れている」に 90.9％，

「英語に対する抵抗感が少ない」に 86.2％，

「英語を使って積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度が育成されている」に

92.6％が，「そう思う」「どちらかと言えばそ

う思う」と答えている． 

一方で，中教審答申では現行学習指導要領

の課題を以下のようにまとめている．「指導改

善による成果が認められるものの，学年が上

がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生 

 

じるといった状況や，学校種間の接続が十分

とは言えず，進級や進学をした後に，それま

での学習内容や指導方法等を発展的に生かす

ことができないといった状況も見られてい

る．」(p.193)としており，学校間の接続が十

分にできていないこと，学年が上がるにつれ

て生徒の英語に対する学習意欲が低下してし

まうことや学習内容，指導方法が発展的にい

かされていないという問題が指摘されている．

次期学習指導要領では，小学校外国語活動が

3，4 年生で週 1 時間，年間 35 時間の授業が

行われることになった．あわせて，5，6 年生

では英語が外国語科として教科化され，週 2

時間，年間 70 時間の授業が行われることに

なった．小学校で外国語活動と外国語科の授

業を受けてきた生徒がどのように変容するの

か，先に見たような小学校外国語活動の成果

以上のものが期待できると同時に課題点もみ

えてくるだろう． 

（２）課題意識 

筆者も中学校現場で 1 年生を担当した際に，

中学 1 年の初めての授業時に，中 2 レベルの

文法を用いて，自分自身が行きたい国を“I 

want to go to Egypt.”と笑顔で生き生きと述

べる姿に感心したことがある．小学校で英語

に慣れ親しみ，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度や物おじせず英語を話そ

うとする姿を通して，小学校外国語活動の成

果を感じたことがある． 

しかし，様々な研究会等で小学校と中学校

の連携の取組の様子を多少把握していたもの

の，学区内の小学校との連携の取組が外国語

教育においてほとんどなされていない現状を

何とかしたいと感じていた．小学校の学びを



中学校でいかすことができたら，生徒にとっ

ても教師にとってもよいはずだと思い，連携

の取組を始めようと考えた．だが，筆者自身

が外国語教育における小中連携のあり方につ

いて深く理解していなかったため，小中連携

のあり方について調査し，何らかの連携策を

見つけたいと考えるようになった．そして，

小学校の学びをいかす工夫を中学校教員とし

て，意識して実践することができれば，生徒

の学びが小学校から中学校へスムーズに移行

することができると考えた． 

（３）外国語教育における小中連携の現状  

 「平成 28 年度英語教育実施状況調査（中

学校）結果の概要」の調査の設問項目から，

文部科学省では小中連携を「情報交換」，「交

流」，「カリキュラム連携」の 3 つに分類して

考えていることがわかる．また，萬谷・直山・

卯城・石塚・中村・中村（2014）は連携を以

下のようにとらえている．「情報交換」とは，

小学校でどのような外国語活動，外国語科学

習を行っているのか，中学校の英語科でどの

ようなことを行っているのかお互いに知り

合うことであり，具体的には，授業参観や合

同研修会を指す．「交流」とは，児童，生徒，

小学校教員，中学校英語担当教員の 4 者がか

かわり合うことで，情報交換した内容を研究

協議することである．具体的には，指導法等

についての検討会，授業参観の研究協議，中

学校教員による小学校での授業を指す．「カ

リキュラム連携」とは目標の一貫性，指導法

の継続性，学習内容の継続性で，具体的には，

小中の学びを見通した CAN-DO リストの作

成，第二言語習得理論をいかした指導法を指

す．（下線部筆者）これらの連携がどのくら

い行われているのかが，同調査からからわか

る．小中連携に取り組んでいる中学校 77.7％，

そのうち「情報交換」に取り組んでいる中学

校は 68.4％，「交流」まで取り組んでいる中

学校は 53.1％，「カリキュラム連携」に取り

組んでいる中学校は 12.6％となっている．こ

の結果から，小中連携の取組としてお互いの

授業を見合ったりすることは進んでいるが，

授業研究会等を行い，指導法や教材等の連携

は，半数あまりにとどまっていることがわか

る．さらに，目標の一貫性や指導法の継続性， 

学習内容の継続性についての連携の取組が行

われている中学校は，全体の 1 割強であり，

ほとんどカリキュラム連携は進められていな

いことがわかる．また，「文部科学省平成 28

年度英語力調査結果（中学 3 年生）の速報」

では，「『小学校で外国語活動が行われたこと

で貴校の外国語担当教員に変化は見られまし

たか』という問いに，小学校で外国語活動が

行われたことで『小中連携に関する取組が一

層促進された』と回答した教員の割合は，

52.6％と最も高いが，『外国語活動を踏まえた

指導の工夫がみられるようになった』と回答

した教員の割合は 0.6％となっており，具体

的な指導における連携は意識されていない状

況が見られる」としている．これらのことか

ら，小中連携における課題の１つにカリキュ

ラム連携が進められていないという現状があ

ることが分かった．現場では様々な理由から，

カリキュラム連携が進まない難しさがあると

推測される． 

２．研究の方法 

カリキュラム連携の問題を改善するため

に次のような研究計画を立て，2 年計画で進

めてきた． 

〇今年度 

・実習校での参与観察 

・文献調査，研修会，研究会等への参加 

・小学校での学びをいかせる中学校での実  

践プログラム作成 

〇来年度 

・中学校でのプログラムの実践 

・プログラムの実践の検証 

３．結果 

（１）実習校での参与観察 

5 月から 12 月まで毎週木曜日，6 年生の外



国語科の授業を参与観察した．実習校は平成

27 年度より 3 年間，文部科学省より「外国語

教育強化地域拠点事業」の指定を受け，町内

3 小学校，1 中学校，1 高等学校と連携しなが

ら「グローバル社会を生き抜く自律的な学習

者の育成～外国語教育を通したコミュニケー

ション能力の向上～」をテーマに研究を進め

ている．具体的には，小学校外国語教育を踏

まえた中学校，高等学校における教育課程及

び指導方法の開発である．その中で実習校で

は新学習指導要領の先行実施を見据えた単元

や教材づくりや授業実践等が研究されていた．

そして今年度の校内研究のテーマを「グロー

バル社会を生き抜く力を持つ子どもの育成～

外国語活動・英語科を通してコミュニケーシ

ョン能力を高める実践～」として研究が行わ

れていた．5，6 年では週 2 時間，年間 70 時

間の外国語科の授業が実施されていた． 

教材は文部科学省から新教材『We Can!』

が発行されるまで，平成 24 年に出された小

学校外国語活動用の教材『Hi, friends!』，『Hi, 

friends! plus』を用いていた．指導態勢は，

日本人教師 2人と外国語指導助手（以下 ALT）

の 3 人で，基本的には日本人教師の一人は学

級担任（以下 HRT）であり，もう一人は英語

専科教師（以下 JTE）であった．指導方法は

第二言語習得理論を意識したものであった．

具体的には，チャンツを用いた音声インプッ

ト，インタラクションを通して表現の口頭練

習をして慣れ親しむ．実際のコミュニケーシ

ョンの場面を設定し，児童同士がやり取りを

する．最終的に単元の集大成となるプロジェ

クト（アウトプットの機会と学ぶことへの動

機づけ）を企画し，それを目標に，毎時間の

授業の目標とその目標がクリアできるような

スモールステップが設定され，授業が組み立

てられていた．実際にプロジェクトの一例と

して，「修学旅行で外国の人と話をして写真を

撮って来よう！」，「ALT の兄弟とスカイプで

会話してみよう！」，「授業参観にいらした外

国の人に自分のできることをアピールしよ

う！」などがあった．1 時間の指導過程は，

基本的に以下のように統一されていた．

 

 

毎時間の授業計画については，6 年の HRT

と JTE 及び ALT とで放課後，その日に行っ

た授業の反省をしながら，次時の授業につい

て相談し，決めていた．学年として統一する

ことを前提に，学級全体の授業の進捗状況や

個々の児童の様子，学級の実態も考えながら

計画していた．場面に適した表現を，まず英

語で聞いて，内容を理解する．どんな表現な

のか気づく．そして，その表現の口頭練習を

して，言えるようにする．活動を通して場面

が与えられ，表現を使ってコミュニケーショ

ンを図る．その過程を通して，児童が表現を

理解し，使えるように指導していた． 

 以上のことから中学校で小中連携を意識し

た授業づくりを行う際に留意したいことを以

下のようにまとめた． 

〇指導内容の連携 

・小学校で学んだ表現と中学校で学ぶ文法事

項をつなげたプログラム作成      

〇指導法の連携 

・中学校での指導法の工夫…小学校で使われ

ている活動の援用（チャンツ，歌，絵本，

リスニング，インタラクション，スピーチ

活動） 

・小学校での学びの財産をいかした中学校で

の授業指導案の提案 

〇ALT との協力 

〇教材の共有 

〇打ち合わせの時間の確保 

1．あいさつ 

2．ウォームアップ 

3．アクティビティ（２～３つ） 

4．ミラクルタイム（文字を学ぶ時間）  

5．振り返り 

6．あいさつ 



〇小中の学びを意識した CAN-DO リストの

作成 

（２）文献調査 

①新学習指導要領，中教審答申等 

文部科学省（2017）中学校学習指導要領解

説外国語編では，「文法はコミュニケーション

を支えるものであり，コミュニケーションを

円滑に行うとともに，内容を伴う豊かなコミ

ュニケーションを図るためには，文法事項を

正しく理解することが重要であることを当然

の前提としているもの」（p.89）としている．

これまでの中・高等学校の英語教育では，語

彙や文法の知識がどれだけ定着されたかだけ

が問われ，それらを用いたコミュニケーショ

ン能力を育成する活動がなされていないこと

が問題となっている．これを改善する策とし

て，小学校で得たコミュニケーション能力を

いかし，中学校で文法を学び理解することで，

より豊かなコミュニケーションが築けると考

えられる。また，小学校外国語活動・外国語

科に関わる多くのことを中学校側は理解し，

円滑な接続に努めること，その上で外国語科

で扱われた「文や文構造」を活用できるよう

に指導することが重要であると書かれており，

指導法や指導内容の接続が求められると言え

る． 

②各種文献 

2020 年より，外国語活動は 3，4 年で，5，

6 年で外国語が教科となる．教科化されれば，

なお一層小中連携の取組はなされるべきであ

り，図１のような小学校での学びと中学校で

の学びの違いを理解した上で，カリキュラム

連携を図ることが重要になると言える．小学

校で学んだ表現を中学校の文法事項へとつな

げ，ルールとして学習した後，学んだ知識を

いかした 4 技能 5 領域を取り入れた学習が必

要である．生徒が学んで知っている文法や語

彙を使ってアウトプットすることで，正しい

言い方を学ぶ機会を得る．この過程を繰り返

しながら，生徒は流暢さや正確性を高めてい

くことができると考えられる． 

図１ 田中・眞﨑・横山（2012）を参考に作成したもの  

第二言語習得理論のうち，外国語活動や外

国語科の指導に関係の深いものとして，イン

プット，インタラクション，アウトプットの

重要性をあげている．インプットとは，学習

者がコミュニケーションの場面で触れる言語

のことであり，リスニング，リーディングを

通して与えられる．インタラクションとは，

学習者が参加する会話のことで，これを通し

て対話者からフィードバックを受け，正しい

言い方を学ぶ．また，誤りに気付いてどのよ

うに直せばいいのかの仮説を立てる．アウト

プットとは，その仮説が正しいかどうかを検

証する機会である．それには①学習者が表現

したいことと表現できないことの違いに気づ

く．②学習者が言いたいことや書きたいこと

をどう英語で表現するかを考える．③学習者

がアウトプットすることで言語そのものにつ

いて深く考えられるようになる．④学習者が

習った知識（音声・語彙・文法など）を活用

することで知識を流暢に使えるようになると

されている．（酒井・滝沢・亘理，2017）．学

習者が英語で受信することから学習をはじめ，

発信する学習へと進めていくことが大切だと

言える． 

金谷（2009）は，文法指導のアプローチと

して３つあげている．明示的文法指導，機械

ドリル，コミュニケーション中心の文法指導

である．明示的文法指導は賛否が分かれるも

のとしているが，言語習得への寄与として「正



しい用法と自己流の用法との違いに気づかせ

る効果があり，それが正しい言語形式や言語

使用の習得を促すという説もある」としてい

る．また，「文法解説によって得られた明示的

文法知識は，その後の言語の『使用』を助け

ることがある．言語の使用とは言語を聞いた

り読んだりして理解すること，そして話した

り書いたりして表現することである．明示的

知識は言語の理解と表現の両面で助けになる

可能性がある」としている．小学校で音のか

たまりとして学び覚えてくる表現を，明示的

に文法を説明し，ルールとして整理して学習

することが大切だと言える． 

ベネッセ教育総合研究所の「第１回中学校

英語に関する基本調査（生徒調査）・速報版  

[2009 年]」調査結果から，中学校での英語学

習において，苦手意識やつまずきについてた

ずねられた中学 2 年生の約 8 割が「文法が難

しい」とあげている．また，平成 28 年度英

語力調査結果（中学 3 年生）の速報より，英

語学習が好きではないと回答した A1（CEFR）

下位レベルの生徒の多くが単語の綴りや文字

を覚えることが難しい，文法が難しいと回答

している．このことから，文法は生徒のつま

ずきになることを把握して指導することが大

切であると言える． 

文法を身に付けることで，正確に効率よく

情報を伝えることができ，話者の態度や感情

を伝えることができるとしている．また，そ

の文法がどのような言語の使用場面でどのよ

うな形式で使われ，どのような意味を持つの

かを教師が考えて，コミュニケーションに役

立つ文法知識の育成を図るために下の四角の

中のステップを踏んで文法指導ができるとさ

れている（田中・田中，2014）．文法学習が

コミュニケーションに大いに役に立つもので

あると生徒が実感できるような文法の指導を

考えることが重要である．その際には，文法

の規則だけでなく，インプットやアウトプッ

トを伴う活動を行い，意味や形式の定着が図

れるよう工夫したい． 

（３）各種研修会・研究会への参加  

小学校外国語活動・外国語科の授業を参観

し，研究会に参加することで，小学校外国語

教育の理解を深め，小学校での学びを中学校

にどういかしていけばよいのかを考える機会

とした．特に放送大学小学校外国語教育教授

基礎論受講と東京学芸大学公開講座受講を通

して，小学校英語教育の理論について理解を

深めることができた．同時に，中学校英語教

育と比較しながら，学び方の違いや中学でも

継続してける指導法，指導過程のあり方を模

索することができた．その他にも，様々な小

中学校の授業参観と研究会への参加を通して

小学校英語教育の実際を見ることができた． 

 以上（１）から（３）より，まずは小学校

と中学校の学びの違いを理解することが重要

であるという思いを強く持った．また，小学

校の学びを中学校でいかすために，中学校の

文法事項を軸に，小学校で学んだ表現とつな

げたい．文法は生徒が円滑に英語を使い，自

分の考えや相手の考えなどを正確に理解する

ために必要な学習である．そしてその文法学

習は中学生にとってつまずきとなりやすいこ

とを教師が承知しながら，コミュニケーショ

ンの支えとなるような文法指導を組み込んだ

単元計画を立て，文法デザインを用いて，文

法学習の授業をパターン化し，苦手意識をな

るべく少なくしたい．あわせて，単元を通し

て，聞くこと，話すこと，読むこと，書くこ

との 4 領域を意識しながら，文法事項をスパ

イラルに学べるよう教材を工夫し，指導して

いくことが重要である．指導の際には，小学

①使用場面・働き・意味への気づきを促す導入  

②文法規則を理解し，文法の形式・意味・機能を理解

し，特徴を捉えるための文法の説明  

③文法形式・意味・機能を結びつけるための口頭練習，

形式的な練習  

④実際に言語使用を体験する活動  



校での使用教材，諸活動，指導法を発展させ，

定着を図り，自己表現活動へと学習を進め，

生徒の表現力を高める工夫をすることが必要

不可欠であると考える． 

（４）教授内容における小中連携プログラム

の構成 

これまで述べてきたように，実習校での参

与観察，文献調査から，①小学校で学んだ表

現を中学校で学ぶ文法事項へとつないだプロ

グラム一覧表，②その一覧表から１つ文法事

項を選び，その文法事項を指導する際の指導

案を具体的に作成した． 

①小学校で学んだ表現を中学校で学ぶ文法事

項とつないだプログラム一覧表（以下一覧

表）  

表１ 一覧表（一部抜粋）  

これまで現場で，小学校から進学してきた

中学 1 年生にとって文法を理解することは難

しいことであり，ハードルとなっていると感

じていた．ベネッセ教育総合研究所の「第 1

回中学校英語に関する基本調査（生徒調査）・

速報版（2009 年）」によると，英語学習でつ

まずきやすいポイントの第 1 位は「文法が難

しい」である．そのハードルをなるべく感じ

させないために，小学校で学んだ表現を中学

校の文法事項へとつなげ，プログラムとした．

中学校では，小学校で学んだ文脈をいかしな

がら，表現として学んだことを文法学習でル

ールとして学ぶ．さらに文脈の中で表現する

機会を与えることで，一つの項目の定着の強

化を図ることができるのではないかと考えた．

小学校で学んだ表現を中学校の文法事項へと

つなぎ，到達目標を示し，指導する際の留意

点も示した．指導する際の留意点は，筆者自

身のこれまでの現場での経験も踏まえ，白畑

知彦（2015）「英語指導における効果的な誤

り訂正 第二言語習得研究の見地から」（大修

館書店）を参考に示した． 

この一覧表を用いた小中連携を行った場

合，予想される成果としていくつか挙げられ

る．１つ目に，小学校で学ぶ表現と中学校の

文法事項のつながりが一目でわかる．2 つ目

に中学校での到達目標が明記されているので，

小学校での到達目標と比較ができる．３つ目

に中学校側としては，小学校での到達点から

中学校での到達目標に向けてスモールステッ

プの設定に役立つことがあげられる． 

②一覧表を用いた指導案の提案 

①で取り上げた過去形について具体的な

内容を指導案で提示したい．提示に当たって

は指導法の継続，教材の共有，教授内容の共

有にポイントを絞って指導案を作成した．ま

た文法のデザインは田中・田中（2012）の指

導過程を基本に作成した． 

 外国語活動では過去形の扱いはなかったが，

新教材『We Can!②』では過去形を 2 つの単



元で扱っている．Unit.5「夏休みの思い出」，

Unit.7「小学校生活・思い出」という単元で

ある．その単元で学んだ単語，表現を用いて，

中学校で行われる過去形の文法学習の指導案

を提案する． 

〇導入 

・小学校で使われている活動を用いる． 

・ALT，JTE による音声インプット． 

・小学校の過去形の学習で使われる語彙 

（enjoy, see, eat, go）を用いる． 

〇説明 

・ALT と JTE の会話で中学校レベルの過去

形を用いた音声インプット． 

・対話の原稿を配付し，話された内容を英語

で読み，理解し，確認する． 

・明示的に文法指導を行う． 

〇練習 

・インタラクションと口頭練習を用いて ALT

と JTE でやり取りし，そのやり取りからわ

かったことを口頭練習する． 

・過去形の意味と形を記憶にとどめる． 

〇活動 

・小学校で学んだ表現に中学校で学ぶ表現も

含めて用いて，小学校での学びの際に使わ

れた場面と類似している場面を設定する．

中学 1 年の思い出を話す活動とする． 

・話す活動で用いた表現を書きとる活動も仕

組む． 

教材の共有では，小学校で行われている活

動やチャンツを取り入れ，これらの活動を通

して，生徒が小学校で学んだことを思い出す

ことを意図している．教授内容の共有では，

過去形の表現を文法事項で提示，教師とのや

りとり，生徒同士のやり取りの時に，語彙と

場面を共有できるようにした．指導法の継続

では，インプット，インタラクション，アウ

トプットの順にリスニング，教師との会話，

生徒同士のやり取り，わかったことを書くラ

イティングを仕組むことで，話す活動から書

く活動につなげている． 

 

図２ 過去形の単元デザイン例  

実際に中学校現場では，文法事項の学習だ

けでなく，教科書の内容理解や新出語句の学

習もあり，1 つの単元でいくつかの文法を学

習することもある．過去形を扱った単元は，

肯定文，否定文，疑問文，規則動詞，不規則

動詞を１つの単元で，あるいは２つの単元に

わたって学ぶこともある．今回提案した指導

案のような授業だけでなく，図２に示したよ

うに，1 単元あるいは 2 単元を通しての過去

形の復習を含めた授業を計画し，スパイラル

に学びを深めていけるように，長いスパンで

の計画・実践が必要である．いくつかの教科

書では，最終的にアウトプット活動が過去形

を扱った単元の終わりにプロジェクト学習と

して仕組まれている．「中学校 1 年の思い出」

や「冬休みの思い出」のようなテーマで自己

表現活動を仕組むことができる．小学校で学

んだ過去形を同じ文脈あるいは類似した文脈

で学び，文法学習を通してルールを学ぶ．タ

スクに取り組むことで文法の定着を図ること

ができる．最終的に統合活動を行い，それぞ

れの生徒が英語を用いて，より正確に流暢に

表現できるようになったかを見取りたい．到

達目標の達成状況をワークシートやスピーチ

を聞いて，ALT と評価したい．また，一覧表

の指導上の留意点として明記したものが，小

中のつながりのある英語学習をする上で，プ

ラスになったのか，マイナスになったのか，



どちらでもなかったのか，生徒へのアンケー

ト調査とテスト等を実施して見取りたい． 

４．全体の考察 

 本研究を進めていく中で，外国語教育にお

ける小中連携の重要性を再認識した．小学校

の学びをいかすために，場面シラバスで学ん

だ表現を中学校で学ぶ文法事項へとつなぐこ

とができた．一覧表は出発点であり，現場で

活用することで，バージョンアップされるも

のであると考えている．中学校で始まる文法

学習が生徒にとって苦手意識を持たせてしま

うものの一つであることを再確認することが

できた．そして，小中のカリキュラム連携を

意識し，生徒にとって学びやすい授業展開の

あり方を模索した．その結果，教授内容，教

材の共有，指導法の継続，小学校から中学校

への段階的なレベルアップに留意して，指導

案を作成し提案することができた．生徒の実

態に応じて多少の変更は必要だが，中学校現

場で小中連携の意識を持つこと，そしてカリ

キュラム連携の可能性を示すことができた． 

５．おわりに 

 今年度小学校における外国語活動，外国語

科の理解を深めるために，5 月から 12 月まで

小学校で実習をさせていただいた．おかげで

これからの外国語教育のあり方を想定し，小

中連携の可能性を見つけることができた．本

研究を進める中で，小学校と中学校の違いを

小中の教員が理解することができれば，小中

連携の可能性は広がると感じた．お互いに知

っているようで知らないこともあり，そのこ

とが，誤解を生んでいるように感じた．少な

くとも筆者自身は，中学校との違いを体験し

ながら，小学校教育のあり方について理解で

きたことが多い．来年度は，中学校現場に戻

るが，小学校と中学校の懸け橋のような役割

を果たしていけるように努力したい． 
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